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私たちの住む国土の特徴
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プレートが沈み込む場に位置している
→ 地震・火山活動や地殻変動が活発

国土の7割が山地である

温暖湿潤の気候である
→ 梅雨期や台風時に豪雨が発生

→ 平野への災害をもたらす素因がある

地震・火山災害や風水害が頻発する
土地に多くの国民が居住

（災害を避けて通れない→被害を最小限に）

災害との共存
（平時から自然災害リスクを知っておく）

平成３０年北海道胆振東部地震地震災害

令和３年8月の大雨風水害平成２６年御嶽山噴火火山災害



防災地理情報

地形特性情報

土地の成り立ちを示している地理空間情報（地形分類情報、活断層図）

→ ゆれやすさ、崩れやすさ、液状化しやすさ

標高の違いを示している地理空間情報

→ 浸水しやすさ

災害履歴情報
災害履歴を示している地理空間情報

  → 過去に洪水や津波などが発生した場所や被災状況

自然災害リスクがわかる防災地理情報
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防災地理情報 ： 防災に資する自然地理及び人文地理的な情報全般
→自分の住む土地が自然災害に対してどのようなリスクを持っているのか

土地条件図●



地形分類と自然災害の関係
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液状化

氾濫

土砂
災害

土砂災害

氾濫

液状化

高潮

身のまわりの地形を知ることは、自然災害リスクへの備えにつながる

出典：山から海へ川がつくる地形（国土地理院）

地形分類情報の整備が重要



地形分類情報の整備
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平野部

火山地域

土地条件図
→主な平野部（10万km2）を対象として整備中

治水地形分類図
→一級河川の流域を対象に整備中

火山土地条件図
→活火山を対象に、活動火山対策のために観測、
測量、調査及び研究の充実等が必要な51火山を
優先して整備中



 防災対策・地域開発等の計画策定の基礎資料を提供することを目的に作成
 主な平野部(10万km2)を対象にして、地形を形態、成り立ち、性質などから詳細に分類
 GISで利用できるデータである、数値地図25000（土地条件）として整備

旧河道

氾濫平野

後背低地

平野部の地形分類情報 （土地条件図）

人工地形
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台地・段丘

自然堤防

 地方公共団体の防災地図、地震防災として揺れやすさマップなどに利用
 国・地方公共団体の液状化対策として、液状化危険度マップに利用利活用

旧版地図空中写真判読

DEM(数値標高モデル)



平野部の地形分類情報 （治水地形分類図）
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 治水対策を進めることを目的に一級河川の流域を対象に作成した、縮尺1/25,000の主題図
 扇状地、自然堤防、旧河道、後背湿地などの詳細な地形分類や河川工作物を記載
 土地の成り立ちを理解でき、水害などの自然災害リスクの評価に活用可能

○氾濫平野や旧河道、後背湿地といった土地は元々河川の氾濫によって

形成された土地であり、浸水被害を受けやすい条件下にある。

○干拓地等も、元々湿地など浸水被害を受けやすいところを埋め立
てたものである。

【治水地形分類図の表示内容】

★土地条件図との違い
治水対策に特化し、河川周辺の低地地形（特に旧河道）をより詳細に分類

旧河道
扇状地

氾濫平野

微高地後背湿地

河川活動により形成された地形から、その地域で今後も起こる
可能性の高い河川活動を読み取り、これに応じた効果的・効率
的な治水対策を進めることができる。



平野部の地形分類情報 （ベクトルタイル「地形分類」）
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 全国の主要な平野部を中心に、土地条件図、治水地形分類図等の地形分類図の分類項目を統一化
してシームレスなベクトルタイルを作成し、地理院地図において公開・提供

 地理院地図で公開・提供することにより、身のまわりの土地の成り立ちとその土地が本来持っ
ている自然災害リスクを、誰でも簡単に確認できる

地理院地図画面をクリックすると
「土地の成り立ち」と「自然災害リス
ク」がポップアップ表示される

土地条件図、治水地形分類図等の
地形分類図の凡例や分類項目を統一化して作成

茨城県常総市付近

地理院地図の表示画面 ベクトルタイル（地形分類）『詳細版』 公開範囲 （令和８年４月末時点）

公開範囲



具体事例 ： 地形分類と水害（河川氾濫）との関係
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平成27年９月関東・東北豪雨
 この豪雨災害では関東地方から東北地方にかけての河川が氾濫し、
広範囲で浸水被害が発生。特に鬼怒川の決壊による被害は、常総市
など広範囲に及んだ。

 一方でこの地域は鬼怒川と小貝川に挟まれた低地であり、地形を見
れば洪水氾濫が繰り返されてきた場所であることは明白（過去
に何度も水害が発生した場所）。

 主に氾濫平野と後背湿地が浸水。自然堤防が浸水した事例も。

鬼怒川の決壊箇所周辺（2015年9月11日撮影） 2015年9月11日13:00時点の浸水範囲(青枠)と地形分類

浸
水
可
能
性

高
い

低
い 台地・段丘

自然堤防

氾濫平野

後背湿地

旧河道

鬼
怒
川

破堤箇所×

地理院地図



具体事例 ： 地形分類と土砂災害との関係
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平成26年8月豪雨（広島豪雨災害）

 この豪雨災害では広島市において土石流が発生し、多くの犠牲者が出た。
 土石流の元となる崩壊が発生した場所は脆弱な地質で構成される山地部であったが、被害が発生し
た場所はその山地部からの谷の出口にあたる扇状地（及び山麓堆積地形）であった。

扇状地山地

氾濫平野・谷底平野

自然堤防

自然堤防

赤い部分が国土地理院が空中写真から判読した崩壊・土石流の範囲

土石流の範囲と地形分類



具体事例 ： 地形分類と液状化発生箇所との関係
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旧水部（埋立地・干拓地）

氾濫平野

2024年1月5日撮影空中写真

×

埋立地の噴砂（2024年4月24日、北向きに撮影）

200m

氾濫平野

砂州・砂丘

旧河道 切土地

盛土地

＜羽咋市の事例＞
砂丘縁辺部や旧河道における多数の噴砂、

亀裂、側方流動

旧河道の亀裂と噴砂
（2024年4月25日、南東向きに撮影）

砂丘を刻む旧河道上の盛土の側方流動と噴砂
（2024年4月25日、東向きに撮影）

＜七尾市の事例＞
旧水部（埋立地、干拓地）における多数の

噴砂、噴水痕
氾濫平野に位置する空地、道路等にも噴砂

令和６年能登半島地震



火山地域の地形分類情報 （火山土地条件図）
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火山災害の被害軽減を目的に整備
火山活動による地形の分布やその後の侵食・堆積地形などを示した火山に特化した地形分類図

火山土地条件図「恵山」(令和8年5月21日刊行)の一部
※1：噴火時の噴出口となるリスク ※2：噴火、豪雨、地震時の土砂災害リスク

麓屑面※2

恵山溶岩
円頂丘

火口※1

崩壊地※2

恵山火砕流堆
積面

侵食斜面※2

土石流
堆積面※2

• 活火山を対象に、活動火山対策のために観測、

測量、調査及び研究の充実等が必要な51火山
を優先して整備中

• 令和８年５月末時点で35火山を整備済み

• 紙地図は、縮尺1/10,000～1/50,000

• 地理院地図での閲覧のほか、画像データ及びベ
クトルデータをダウンロード提供

 火山災害の予測、災害対策立案に活用
 火山域における豪雨や地震に伴う土砂災害
リスクの評価等の火山砂防にも貢献

 各種調査・研究、教育のための基礎資料と
しても活用

利活用



地形分類情報の整備（今後の取組）
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平野部

火山地域

土地条件図
→主な平野部（10万km2）を

対象として整備中

治水地形分類図
→一級河川の流域を対象に整備中

火山土地条件図
→活火山を対象に、活動火山対策

のために観測、測量、調査及び
研究の充実等が必要な51火山
を優先して整備中

35火山の整備を完了
⇒引き続き、整備を進める

約7.1万km2を整備済
⇒国土強靱化実施中期計画によ
り令和12年度末までに10万km2

の整備を進める

現在、平野部以外の都市域については、地形分類情報が未整備
⇒自然災害に脆弱な人工地形を対象に、地形改変可能性箇所情報の整備手法を検討中

令和2年度までに国直轄管理区間
の整備を完了
⇒以降、都道府県管理区間の
約2万km2を整備中



最近のトピックス① 火山基本図の整備完了
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火山災害の被害軽減を目的に整備
 火山の地形を詳細に表す5m間隔の等高線や道路、建物・火山防災施設等を示した
縮尺1万分1(西之島のみ2千5百分1)の地図

基図のみ 基図＋全国最新写真（シームレス）

地理院地図による表示例 火山基本図 「樽前山」 山頂周辺

基図＋自分で作る色別標高図＋陰影起伏図

• 活火山を対象に、活動火山対策のために観測、測量、調査及

び研究の充実等が必要な51火山を優先して整備し、令和
8年度中に５１火山の整備が完了し、公開予定

• 地理院地図での閲覧のほか、画像データ及びベクトルデータ
をダウンロード提供

詳細な地形が表示されているため、噴火
時の防災計画、緊急対策、平時の訓練
用のほか、火山の研究等の基礎資料と
して活用できる。



最近のトピックス② 火山防災関連施設を新たに公開
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火山防災に資する退避壕（シェルター）、退避舎、ヘリ離着陸場、防災避難港は、これまでも火山基
本図に掲載しているが、地形情報に比べ経年変化による乖離が生じやすい状況
そこで、名称、位置情報等を火山防災関連施設データとして新たに整備し、令和８年３月18日に地理
院地図に公開及びダウンロード提供を開始。今後も定期的に更新予定

火山の噴火に伴う噴石等から、
住民や登山者等が緊急的に
退避することを想定した施設
火山の噴火に伴う噴石等から、
住民や登山者等が緊急的に退
避するとともに、一定時間
退避することを想定した施設
火山噴火等の災害時に使用す
ることを想定した、ヘリコプ
ター離着陸用の施設・場所

火山噴火等における災害時に
住民避難に使用することを想
定した港湾

退避壕
（シェルター）

退避舎

ヘリ離着陸場

防災避難港

火山防災関連施設の種別

ヘリ離着陸場

防災避難港

退避壕

退避舎

各施設のアイコンをクリックする
ことで、施設の種別、施設名等の
情報を確認することができる。



最近のトピックス③ 地理院地図で指定避難所データを新たに公開
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国土地理院は内閣府、消防庁、地方公共団体と協力し、地図と重ね合わせが可能な指定避難
所・指定緊急避難場所データを整備、更新している。
指定避難所データは、令和6年12月からダウンロード提供中（CSV・GeoJSON形式）、
令和8年3月から新たに地理院地図でも公開開始
なお、指定緊急避難場所データは、平成29年から地理院地図で公開、平成30年からダウンロード
提供とハザードマップポータルサイトで公開

令和8年3月から新たに地理院地図で公開
避難所や経路上の

災害リスクを確認可能

指定緊急避難場所 指定避難所

指定一般避難所 指定福祉避難所

○○保育所
茨城県○○市○○

その他市町村長が必要と認める事
項
ペット同伴避難所

備考
○○○○○○

アイコンクリックで情報表示

○○公民館
茨城県○○市○○

受入対象者
要配慮者

その他市町村長が必要と認める事
項
○○○○○○

備考
○○○○○○

既に公開

指定一般避難所と浸水想定
区域図等の重ね合わせの例



最近のトピックス④ 自然災害伝承碑の整備と活用促進
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 令和元年から自然災害伝承碑を地図に掲載し、災害の教訓を周知・普及する取組を市区
町村と連携して行っている。

 これにより、過去の自然災害の教訓を地域の方々に適切に伝えるとともに、教訓を踏ま
えた的確な防災行動による被害の軽減を目指す。

活用事例の収集を進め、整備と活用促進の両輪で取り組んでいる。

過去の災害教訓を知り未来に伝える

出典:大阪府警察

2万5千分1地形図における表示例

災害履歴を
教訓として
地図に表示

・地形等により受けやすい
災害がある
・災害は同様の場所で再
び発生

地理院地図：https://maps.gsi.go.jp/

地理院地図における表示例

○過去に発生した津波、洪水、火山災害、土砂
災害等の自然災害に係る事柄（災害の様相や被

害の状況など）が記載されている石碑やモニュ
メント。

○自然災害の発生年月日、災害種別や範囲、被害
内容や規模が記載されたもの。

自然災害伝承碑とは

昭和13年洪水
（茨城県水戸市）

北但大震災
（兵庫県豊岡市）



自然災害伝承碑の公開状況（令和8年５月２８日時点）
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公開状況

全国683市区町村 2,444基

分布図

掲載中

地理院地図に未掲載の自然災害伝承碑に関する情
報がございましたら、各地方測量部等又は該当市区
町村へ情報提供をお願いいたします。

自然災害伝承碑の掲載申請について：
https://www.gsi.go.jp/bousaichiri/denshouhi_info.html



自然災害伝承碑の活用促進
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活用事例の充実

国の防災基本計画において、国及び地方公共団
体は、災害に関する石碑やモニュメント等の自
然災害伝承碑が持つ意味を正しく後世に伝えて
いくよう努めること、また、住民が災害教訓を伝
承する取組を支援することが明記されている。

自然災害伝承碑のデータの整備・公開・提供を
進めるとともに、地域の防災力の向上に資する
ため、活用事例の収集を進め、令和8年5月27
日にホームページで追加公開した。

大海嘯記念(津波記念碑)を巡る 防潮堤での説明

学ぶ防災ガイドのチラシから

写真等提供：宮古市

碑名や災害名及び伝承内容等に含まれるキー
ワードからウェブ上で簡単に検索できるツー
ルも併せて5月27日に公開した。

検索ツールの公開



防災地理情報を活用した自然災害リスクの見える化・自分事化
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地理院地図等での重ね合わせの表示例 同一地点

陰影起伏図＋洪水浸水想定区域＋指定緊急避難場所（洪水）地形分類＋指定避難所＋自然災害伝承碑（洪水）

地理院地図 重ねるハザードマップ

旧河道
自然堤防

氾濫平野
・海岸平野

台地・段丘

 洪水の浸水が想定されている地域は、地形分類では氾濫平野や旧河道が分布していることがわかる。
 洪水を対象とする指定緊急避難場所は浸水から逃れられる台地・段丘上に立地していることがわかる。
 また、このような地域では、過去実際に洪水の被害があったことがわかる。



最近のトピックス⑤ 「地理教育の道具箱」の改良
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 防災地理情報をわかりやすく解説する300を超える各種コンテンツを掲載しており、教育現場で
の教材、一般ユーザーの防災意識の向上の一助となるべく提供を行っている。

 令和7年11月にウェブサイトをリニューアルし、コンテンツをより見やすく、探しやすくした。

ポイント

①学習単元に応じたコンテンツを利用できる
②地図で防災教育を学習できる
③地理院地図を活用した具体的な素材が豊富

「地理院地図の使い方」コンテンツ例 「災害リスクを調べよう」コンテンツ例 「コラム」コンテンツ例
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我が国は自然災害が多発する国土であり、自然災害を避けることは
できない。

被害を最小限に抑えて、命を守るためには身のまわりの自然災害リ
スクを知り、防災行動に結びつけることが重要。

自然災害リスクを把握できる防災地理情報を読み解くことによって、
私たちの住む場所が、 どのような災害に対して、どのようなリスクが
あるかを知ることができる。 ⇒災害の自分事化

国土地理院は日頃の備えとして、地図や測量の技術を用い、防災地理
情報の整備・提供を着実に実施。

今後も整備範囲を拡大するとともに、活用しやすいコンテンツの
構築を目指す
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